
 

 

去る 5 月 21 日、2023 年度定期総会が現地会場と Zoom で行われました。今年度も事前に議決書の提出をし

ていただいての書面議決、また、議員・行政・関係団体を来賓でお呼びするかたちで開催となりました。そう

した方々を含め、約 230 端末の参加があり、多くの方にご参加いただきました。 

当日は音声トラブルや、進行がスムーズに行かないところもあり、申し訳ございませんでした。会議の開催

方法や、通信機器等を使用する際の注意すべき点を改めて確認し、今後に向けて、役員会の中でも振り返って

いきたいと思います。 

 

○議事 

質疑の時間で、事前にいただいた議決権行使書のご意見欄に書かれてい

た内容を共有し、会長から回答させていただきました。議決の結果は表の

通り、すべての議案で過半数の賛成をもって可決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学童保育と放課後子供教室の一体化ついて現状の共有】 

ニュースでもお伝えしましたが、さいたま市では、学童と放課後子供教室の一体化に向けた検討が行われて

おり、そのことについて、議員の皆さんにも聞いていただき、全体で共有する場を設けました。 

背景としては、昨年度、さいたま市で 300 名を超える待機児童が発生したことを受け、市長はその対策とし

て、学童保育と放課後子供教室を「一体化」することによって受け皿を増やし、待機児童ゼロに取り組むと、

市議会で答弁があったことによるものです。 

学童保育と放課後子供教室は、それぞれ目的を別とする事業ですので、どちらが良い・悪いと優劣をつける

ものではありませんが、「一体化」として行われる場合、200～300 人という大規模の保育になることが予想さ

れます。日々の生活の中で、職員が子ども一人ひとりと信頼関係を築き、それぞれの思いや、発達に沿ったて

いねいな保育を行っていくことは不可能です。これまで私たちが大切にしてきた保育の質が大きく後退してし

まうことが危惧されます。また、現在の職員の継続的な雇用が困難になり、職が失われることにもつながりか

ねません。 

今後の動きとしては、まずは市議会で具体的な議論がされる前に、議員・行政に声を届けていくこと、その

うえで当事者である子ども・保護者・職員の声をしっかり反映させてもらえるように、働きかけていきたいと

思います。保育の質が後退されないよう、都度情報を共有し、会員の皆さんと一緒に考えていきたいと思いま

すので、今後の動きにアンテナを張っていただきたいと思います。（詳しい内容はニュースをご覧ください） 

 

 賛成 反対 保留  

第 1号議案 2022活動報告 112 ０ 3 可決 

第 2号議案 2023活動方針 114 1 0 可決 

第 3 号議案 2022 決算 112 ０ 3 可決 

第 4 号議案 2023 予算案 115 0 0 可決 

第 5 号議案 2023 役員 115 ０ 0 可決 

第 6 号議案 会則改正 115 0 0 可決 
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採決結果 （加盟 115団体） 

♪このニュースはすべての会員の皆さんにお読みいただけるようご配慮ください。 
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◎総会議案書は 5月中旬各クラブに 3冊ずつお届けしてありますので 

ぜひ目を通していただければと思います。 
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